説教「暖かい心遣い」
聖書：フィリピ４：１０―１４
10 さて、あなたがたがわたしへの心遣いを、ついにまた表してくれたことを、わたしは主において非常に喜びました。今までは思いはあっても、それを表す機会がなかったのでしょう。

11 物欲しさにこう言っているのではありません。わたしは、自分の置かれた境遇に満足することを習い覚えたのです。

12 貧しく暮らすすべも、豊かに暮らすすべも知っています。満腹していても、空腹であっても、物が有り余っていても不足していても、いついかなる場合にも対処する秘訣を授かっています。

13 わたしを強めてくださる方のお陰で、わたしにはすべてが可能です。

14 それにしても、あなたがたは、よくわたしと苦しみを共にしてくれました。
要旨　

　本来、フィリピの信徒への手紙は、４：９で終わり、挨拶があって閉じられることになっていたのですが、パウロは、１０－２０節を付加します。この文章は、当初ここにはなかったが、後に独立していた文章が挿入されたのだと説明する人もいます。フィリピ教会はパウロと物のやり取りをしてパウロを支える働きをしていました。このような個人的なかかわりを公的な文書に書き加えるのは異例なことだと考えても差し支えありません。
　１０－１９節は、ひとつの文章ですが、内容からあえて二つに分けて学びたいと思います。パウロはひとつには、フィリピ教会がもののやりとり、具他的に献金であったのですが、この贈り物のことを取り上げていますが、その贈り物を受け取るパウロの心情も記されています。今回は、後者のほうを取り上げてみたいと思います。
　贈り物、すなわち献金は１８節から分かりますように、エパフロディトが持参したものでした。フィリピ教会は以前からパウロを献金で支えていました（１５節）。テサロニケではパウロは貧窮の中におかれましたが、フィリピ教会はパウロに何度も贈り物をしたのでした（１６節）。ところが、しばらくそれができていませんでした。その理由は記されていませんが、パウロが投獄されたこととも関係があるのかもしれません。また、フィリピとローマの距離はかなりあり、今日のように流通が整っていたわけではなく、簡単に物のやりとりができなかったのかもしれません。フィリピの教会としては、その思いがあったとしても、なかなか実行できなかったのでしょう。パウロもフィリピ教会を批判するつもりなどありませんでした。何らかの事情でパウロとフィリピ教会との交流が絶えてしまっていました。ところが、エパフロディトの到着で再度交流ができるようになったことを、パウロは非常に喜んだといいます。

　パウロはフィリピ教会からの献金の途絶によって迷惑を受けたとか、あるいは、困ったとかの不平を言うつもりはありませんでした。無論、パウロは大変困難な状況に置かれていました。当時、囚人は、自費で日々の食料を確保しなければならなかったといわれています。入獄する前に蓄えがあるものはそれを食いつぶさなければなりません。あるいは家族や知り合いから援助を受けなけれ

ばなりません。パウロには同行者がいました。だから、投獄されていなかった彼らからの援助を受けたと考えられます。しかし、ローマにはすでに教会は建てられていましたが、パウロとは疎遠であったかもしれません。援助は期待できなかったでしょう。そのようなこともあってパウロのローマでの投獄の日々は大変な苦労を伴ったに違いありません。彼は厳しい日々を送っていたに違いありません。

　そのような中で、フィリピ教会から献金が途絶えていたのです。すると、ここで不満を言っても構わなかったのではないでしょうか。ところが、パウロはそんなことを言いません。むしろ、自分の置かれている境遇には満足していると語ります。また、いかなる場合にも対処する秘訣を授かっているといいます。

　満足という表現が出てきました。このことばは当時のストア派哲学でよく用いられた表現であったとされています。ストア派はストイックということばが出てきたように、禁欲をモットーとする思想でした。欲望を抑え、禁欲的に生きる、つまり、高度な道徳の下に生きることこそ人間としてあるべき姿であると教えたのです。その場合、彼らは、その状態に満足することを徳目としました。
禁欲などというとどうしても無理が生じます。そこで歯を食いしばって懸命に欲望を押さえ込み、禁欲生活を激しい努力でもって行おうとする傾向が生じます。ストア派はそのような場合、禁欲生活を満足するように実行することを奨励したのでした。
　パウロもまた、このような満足を強調しています。とかく、信仰生活は厳しい自己修練を自らに課し、自他共に高度の水準の道徳を要求しがちです。そのために、無理をしている場合が多いものです。そのような謹厳で、過酷といってもいいような禁欲をパウロは勧めたりしていません。四角四面の堅苦しい信仰生活を自らに課して、厳格な宗教生活を求めたのではありません。
　パウロは、獄中にありました。当然苛酷な環境の中にありました。そのような中で厳しいありようを自らに課し、必死でそれに耐えているような表情を見せてはいません。むしろ、パウロはどのような環境の中でも満足しているといいました。

　私たちはなるほどパウロと同じような獄中生活をしているのではありませんが、信仰生活にはとかく苦しみが伴います。そのとき、私たちに余裕がなくなってしまいます。余裕のない信仰生活には笑いもなければ和やかさもついぞ見せることもありません。心の余裕のなさはキリスト者の人間性を狭くしてしまいます。自分を責めるかと思うと、それに耐えられなくなってしまい、精神的崩壊を招きます。

　パウロと同じように、必死な表情で難行苦行をするような信仰生活ではなく、心の余裕のある信仰の歩みをするためにどうしたらいいのでしょうか。この心の余裕のなさは今日のキリスト教会にも蔓延しているのではないでしょうか。たとえば、安息日厳守のあり方です。確かに安息日を厳守することはキリスト者の特質のひとつです。どれほど安息日を守るために悪戦苦闘しているか、それを知りつつもあえて言うならば、安息日を守る熱心、努力で精力を使い果たしてしまって、満足など失われてしまっています。最近、その反動が生じ、主日礼拝と社会〔家庭・職場〕生活が両立しないから、どちらかを放棄するという考え方もまかり通るようになって来ました。
　パウロは過酷な日々の中で、満足することを習い覚え〔体験し〕、また、あらゆる場合に身を処する方策を学び取っていたと断言します。
　パウロは、貧しく暮らすすべも豊かに暮らすすべを知っている。満腹も空腹も経験しているといいます。これはパウロの体験そのものでした。彼は、市民権を持つユダヤ人の家庭に生まれました。ローマ市民権はローマの軍団で軍役に服し、退役した兵士に与えられました。そのほか、多額の税を納めたものにも与えられました。パウロはおそらく父親か祖父の代に市民権を獲得したのだと思われますが、それは多額の税を政府に納めたことによるものと推測できます。パウロは裕福な家の出身であったと考えていいのだと思います。だからこそ彼は貧しさを知ったといえるのです。生まれつき貧困の中に育った人もいます。彼も貧しさを身をもって知っています。しかし、豊かさを経験していないだけ、貧困の厳しさ、辛さを知っていません。貧しさが習い性となってしまっているからです。
パウロは違います。裕福な家庭に育ち、何不足ない少年時代をすごしました。そして、率先して伝道者となって貧しさの中で日を過ごすようになりました。それだけに、貧しさをひどいものとして体験したはずです。豊かな生活を知り、そこから貧困に突き落とされた経験をするものが往々にして味わうのは恐怖心だと思います。
　食べられない、という思いはまた恐怖心でもあると思います。しばしば私たちがいわれるのはそんなことを言っても、特に理想を掲げても、「食えなくなる」と、もともこうもない、どんないいことをいっても仕方がない。これが本音ではないかと思います。そして、しばしば信仰など建前であって本音は別のところにあるとみなされがちです。
　しかし、そうなのでしょうか。パウロは、決してそうは思いませんでした。何故そのようなことをいうことができたのでしょうか。

　その秘訣とは何か。パウロは、１３節で、「わたしを強めてくださる方のお陰で、わたしにはすべてが可能です」と語ります。
　あらゆることが可能になる。パウロはこのように言いますが、どんなことでも、主なる神ならば可能としてくださる。これは信仰というほかありません。現実には、あらゆることは可能とならないと私たちは考えます。この世の中には思いどおりにならないことがたくさんあります。それゆえに、私たちは錯覚しています。神にもできないことがあると。

　貧困は恐怖心を生み出します。信じていても、食べることができない事態が生じるかも知れない。そのとき、信仰は何の力にもならないのではないか。そう思ってしまうのです。

　神はそのような恐怖心＝不信仰と対峙される方です。

　確かに想像を超えるような災難はやってきます。私たちの人生の中で思いがけない事件に何度か遭遇するものです。人生にはそのような計算できないような大きな衝撃を与える出来事も起こります。それが私たちの人生ではないでしょうか。しかし、そのような時、この聖書のみ言葉に向き合います。神は何事も可能にするお方です。どんな事態でもわたしたちの祈りを聞き、それを実現する力を持っておられる方です。神はそのような方です。

　私たちはその神を知らされたのですし、その神を体験することも許されています。神はあらゆることを可能にされます。だから、いついかなる場合にも神は私たちを助けて出会ってくださいます。　　
一方では、不安と恐怖心にさいなまれるのですが、他方では、何事も可能にすることができる神がともにいてくださるのです。この神がいつもともにいますということを信じるとき、私たちはまったく絶望することも不信仰に陥ることもありません。(おわり)
